
常磐自動車道（いわき中央～常磐富岡間）

日本海沿岸東北自動車道（岩城～河辺JCT間）

日本海沿岸東北自動車道・琴丘能代道路（昭和男鹿半島～八竜間）

富津館山道路

事後評価の概要及び対応方針（案）

ちゅう おう　　　　 じょう ばん とみ おか

いわ き　　　 かわ べ

しょう わ お が はん とう　　　　　はち りゅう

資料－３①
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事後評価対象事業一覧

１

№ 路線名 区　間 区　分 延　長 所在地 事業者

1 常磐自動車道 いわき中央 ～ 常磐富岡 高速自動車国道 43.7km 福島県 NEXCO東日本

2 日本海沿岸東北自動車道 岩城 ～ 河辺JCT 高速自動車国道 16.7km 秋田県 NEXCO東日本

3 日本海沿岸東北自動車道・琴丘能代道路 昭和男鹿半島 ～ 八竜 高速自動車国道・一般国道 33.7km 秋田県
国交省東北地方整備局
及びNEXCO東日本

4 富津館山道路 富浦 ～ 富津竹岡 一般国道 19.2km 千葉県
国交省関東地方整備局
及びNEXCO東日本
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三郷JCT
大栄JCT

稲敷

つくば

つくばJCT

久喜白岡
JCT

鶴ヶ島
JCT

あきる野

木更津JCT

松尾横芝
千葉東

宮野木

大泉JCT

川口JCT

木更津南JCT

富津竹岡

東金JCT

川
島

青森東青森

小坂
八戸

安代
琴丘森岳

昭和男鹿半島

河辺JCT

花巻
岩城

横手
北上 遠野

東和

鶴岡JCT

山形JCT

村田JCT

富谷

山元

相馬
福島

郡山JCT 常磐富岡

新潟中央JCT

長岡JCT

上越JCT

更埴JCT

朝日

豊科
佐久JCT

高崎JCT

藤岡JCT
岩舟JCT

栃木都賀JCT

茨城JCT

糸魚川

荒川

八竜
能代南

湯沢

いわき中央
いわきJCT

友部JCT

富浦

日本海沿岸東北自動車道・琴丘能代道路

（昭和男鹿半島～八竜）
延長：約３４㎞

しょうわおがはんとう　　　はちりゅう

日本海沿岸東北自動車道

（岩城～河辺JCT）
延長：約１７㎞

いわき　　　かわべ

常磐自動車道

（いわき中央～常磐富岡）
延長：約４４㎞

ちゅうおう　　じょうばんとみおか

富津館山道路

延長：約１９㎞

事後評価対象事業位置図

２



常磐自動車道（いわき中央～常磐富岡間）
ちゅう おう　　　　　 じょう ばん とみ おか

３
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13.5km

１．事業の概要

①位置図 ②路線概要
◆ 常磐自動車道は東京都練馬区を起点とし
て、埼玉県・千葉県・茨城県・福島県の太
平洋側を経て宮城県仙台市に至る延長約
３５２ｋｍの高規格幹線道路です。

13.8km

16.4km

広野

いわき四倉

至 仙台
（事業中）

事後評価
対象区間
　L=43.7km

常磐富岡

いわき中央

至 東京

3.6km

暫定２車線

いわきＪＣＴ
至 郡山

磐越道

凡　　例

■高速自動車国道
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線
■一般有料道路
　　　　　営業中路線

事後評価区間
（いわき中央～常磐富岡）

郡山JCT

いわき中央

常磐富岡

相馬

山元

福島

新潟中央JCT
仙台東

山形JCT

鶴岡

いわきJCT

４
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１．事業の概要

１，４０１億円※（▲４３１億円）

１，８３２億円

　８年　７ヶ月（±０ヶ月）

８年　７ヶ月

平成１１年　３月２５日

平成　２年　９月　６日

平成　２年　８月１４日

平成 元年　１月３１日

いわき中央～いわき四倉間

　８年３ヶ月（▲３年）

　１１年　３ヶ月

　平成１４年３月２３日

　平成　５年１２月２０日

　平成　５年１１月１９日

　平成　３年１２月　３日

いわき四倉～広野間

実　　　績

計　　　画
事
業
費

１０年４ヶ月（▲１１ヶ月）実　　　績

計　　　画事
業
期
間

　平成１６年４月１４日供　　　用

実施計画認可

施行命令

整備計画策定

事
業
経
緯

広野～常磐富岡間

③事業経緯

１６．４㎞
平成16年4月開通

いわき湯本

いわきJCT

いわき勿来

いわき三和

常磐富岡

広野

いわき中央

いわき四倉

１３．８㎞
平成14年3月開通

１３．５㎞
平成11年3月開通

阿武隈高原ＳＡ

四倉ＰＡ

湯ノ岳ＰＡ

差塩ＰＡ

※　残事業費１４億円（楢葉ＰＡ）含む

楢葉ＰＡ（仮称）

小野

５
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

いわき中央

～いわき四倉

いわき四倉

～広野

広野

～常磐富岡

評価区間

平均

（台/日）
H16年度

H17年度

H18年度

H19年度

H20年度

推計値（H16）

２．事業の効果（直接効果）　交通量

◆常磐道（いわき中央～常磐富岡）の平均交通量は過去５年間で約１．１倍に増加

約1.1倍
(H20/H16)

出典：ＮＥＸＣＯ東日本業務データ

いわき三和

いわきJCT

いわき湯本

いわき勿来

亘理

山元

Ｈ11.3開通

Ｈ16.4開通

Ｈ14.3開通

常磐富岡

広　野

いわき四倉

いわき中央

船引三春

原町（仮称）

浪江（仮称）

Ｈ21.9開通

宮城県

新地（仮称）

相馬（仮称）

いわき中央～

いわき四倉

いわき四倉～

広野

広野～

常磐富岡
評価区間平均

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

Ｈ23年度
開通予定

Ｈ26年度
開通予定

小野

６
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AA

1.43
1.32

25.3
22.8

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

H9 H17

混
雑
度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

大
型
車
混
入
率

（
％

）

148
(81%)

173
(100%)

34(19%)

0

100

200

300

400

H9 H17

断

面

交

通

量

（
百

台

/

日

）

２．事業の効果（直接効果） 　高速道路と一般道の交通分担

◆常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通に伴い、並行する国道６号の交通分担率が低下
◆ 並行する国道６号の大型車混入率や混雑度が低下

■断面交通量の変化 ■ 混雑度・大型車混入率の変化

国道６号A-A断面

混雑度 大型車混入率

出典：H9・H17道路交通センサス

常磐富岡

広野

いわき中央

いわき四倉

いわき湯本

いわきJCT

いわき勿来

いわき三和

国道６号 常磐道

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

７
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0 20 40 60 80 100 （分）

開通後

開通前

２．事業の効果（直接効果） 　旅行速度の向上

■所要時間の変化

◆ 常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通により、いわき市から大熊町までの旅行速度が約30km/h向
上（34km/h⇒64km/h）し、所要時間が約35分短縮

■いわき市役所⇔大熊町役場のアクセスルート

お客さまの声
　・便利になり、大変満足しています。（南相馬市、70歳代以上男性）

　・相馬、仙台へ早くつながれば良いですが、現状でも満足しています。

（相馬市、30歳代男性）

　・仕事で使うので時間短縮や渋滞がなく便利になりました。

（宮城県、40歳代男性）

出典：H9・H17道路交通センサス

３５分短縮
（４０％短縮）

国道６号利用
約８７分：４９㎞

常磐道利用
約５２分：５５km

当該区間開通前（Ｈ９）

＜アクセスルート＞

当該区間開通後（Ｈ１７）

常磐富岡

広野

いわき湯本

いわきJCT

いわき三和

小野

大熊町役場

いわき市役所

開通前

（Ｈ９）

開通後

（Ｈ１７）

いわき中央

いわき四倉

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

８
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44

25

1

0

10

20

30

40

50

開通前
（H8～10平均）

開通後
（H17～19平均）

380 336

1

0

100

200

300

400

500

開通前
（H8～10平均）

開通後
（H17～19平均）

99
87

106
115

0

20

40

60

80

100

120

140

　　 　　 対象高速道
　　 　　 対象一般道

２．事業の効果（直接効果） 　交通事故減少

■死傷事故件数 ■重大事故件数

◆ 高速道路に並行する一般道の死傷事故件数は常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通前と比べ約1
割減少し、重大事故（重傷者、死者が発生した事故）は約4割減少

◆ 死傷事故率についても約１割減少

国道６号 常磐道

（件/年）
380

336

約1割減少
（件/年） 44

25

約4割減少

出典　高速道路；NEXCO東日本「交通事故統計」
　　　　一般道路；(財)交通事故総合分析センター「交通事故統合データベース」

　　 　　 対象高速道
　　 　　 対象一般道

■死傷事故率

（件/億台キロ）
約1割減少

（死亡、重傷、軽傷の合計） （死亡、重傷の合計）

約1割増加

全国全道路対象区間

開通前

（H8～H10平均）

　　　　開通後

　（H17～H19平均）

開通前

（H8～H10平均）

　　　　開通後

　（H17～H19平均）

常磐富岡

広野

いわき四倉

いわき湯本

いわきJCT

いわき三和

小野

いわき中央

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

９
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２．事業の効果（直接効果） 　費用便益分析結果

◆費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、１．２

２，５７１億円

９９億円

４２５億円

２，０４７億円

計

交通事故減少便益

走行経費減少便益

走行時間短縮便益

便　益

（現在価値：Ｈ２１）

２，１１２億円

２０１億円

１，９１１億円

計

維持管理費

事　業　費
費　用

（現在価値：Ｈ２１）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１．２　
１０
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停留所 駐車台数

道の駅南相馬 10

原町営業所 25

双葉町役場 10

大熊町役場 30

常磐富岡ＩＣ 50

広野ＩＣ 35

いわき中央ＩＣ 257

合計 417

停留所 駐車台数

道の駅南相馬 10

原町営業所 25

双葉町役場 10

大熊町役場 30

常磐富岡ＩＣ 50

広野ＩＣ 35

いわき中央ＩＣ 257

合計 417

高速バス会社の声
・元々、双葉地方の方もいわき―東京線を利用しており、お客様の要望もあった
ため、常磐富岡ＩＣ開通を契機に東京―浪江線を開設しました。
・いわき、双葉地方は、車社会であるため、パーク＆バスライドの実現により、二
次交通が確保でき、高速バスの利便性向上・利用者増加につながっています。

地元自治体の声
・高速バスは、ＪＲよりも料金が安いこともあり、町民の足として利用されています。

常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通により、富岡・浪江・相馬⇔東京への高速バスが開設され、
年間約３万人の利用があり、地域の利便性向上に貢献

３．客観的評価指標 　円滑なモビリティの確保（高速バスの利便性向上）

新たに開設されたバスルート パーク＆バスライドの実施状況

東京駅

道の駅
南相馬

浪江町
役場

高速バスの各停留所に駐車場が整備され、
利用者の２次交通を確保、利便性が向上

高速バスの各停留所に駐車場が整備され、
利用者の２次交通を確保、利便性が向上

停留所と利用者専用駐車場（いわき中央ＩＣ） 停留所と利用者専用駐車場（常磐富岡ＩＣ）

南相馬ー東京線
１日２往復

年間約３万人が利用

南相馬ー東京線
１日２往復

年間約３万人が利用年間約３万人が利用

いわき駅

いわきー東京線　１日３２往復
年間約４２万人が利用

いわきー東京線　１日３２往復
年間約４２万人が利用年間約４２万人が利用

Ｈ21. 1  南相馬発に延伸Ｈ21. 1  南相馬発に延伸

Ｈ16.10　浪江ー東京線開設Ｈ16.10　浪江ー東京線開設

常磐富岡

広野

いわき中央

いわき四倉

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

出典：常磐交通 １１
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0

2

4

6

8

10

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（店）

３．客観的評価指標　物流効率化の支援（流通の利便性向上）

◆ 常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通によって、双葉地方へコンビニエンスストアが新規出店
◆ 高速道路を利用することで、弁当類を３時間以内で配送が可能となり、出店可能エリアが拡大

大手コンビニの声
・弁当類は賞味期限が短く、できるだけ早く、長い時間店頭に並べ
たい商品です。配送には高速道路を利用します。
・高速道路の延伸により、配送時間が短縮されたのは新規の店舗
展開が可能になったことのほかに、配送車の運用管理についても
効率化が図られました。

双葉地方における出店数の推移

出典：大手コンビニチェーン

浜通り地域における店舗展開状況

H11.3延伸
（四倉IC）

H14.3延伸
（広野IC）

H16.4延伸（常磐富岡IC）
配送拠点
（本宮市）

配
送
エ
リ
ア
拡
大

開
通
前
配
送
エ
リ
ア

配
送
拠
点

（
宮
城
県
）

当該区間開通後

＜配送ルート＞

当該区間開通前

当該区間開通後

＜コンビニ店舗＞

当該区間開通前

平成２０年度末時点

３便／日

双葉地方

相馬地方

いわき市

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

１２



13

900

1000

1100

1200

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
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（億円）

いわき中央～広野
開通

広野～常磐富岡
開通

出典：福島県「工業統計調査結果報告書」

３．客観的評価指標　物流効率化の支援（企業進出）

常磐道（いわき中央～常磐富岡）の開通により、双葉地方の工業団地における製造品出荷の効率化
や企業進出に貢献

双葉地方の製造品出荷額が約1割増加
工業団地の立地状況（Ｈ２０年度）

双葉地方の製造品出荷額

　　　工業団地

広野ＩＣ・常磐富岡ＩＣ整備後、双葉地方の製
造品出荷額が増加し、第２次産業を牽引

広野ＩＣ・常磐富岡ＩＣ整備後、双葉地方の製
造品出荷額が増加し、第２次産業を牽引

広野工業団地立地企業の声
・当社では、取引先が特許をもっている「免震構造物」をつくっており、
出荷先が関西、九州など全国に及ぶため、常磐道整備後、関東や
西日本へ輸送しやすくなりました。
・現在、仙台方面への輸送は、広野ＩＣから磐越道を経由して、東北道
で行っているため、常磐道が仙台につながると製品輸送の更なる効
率化が見込めます。

町役場職員の声
・平成12年に3区画増設しましたが、高速道路ＩＣが近いこともあり、平
成20年までに完売しました。出典：福島県

いわき湯本

いわきJCT

いわき勿菜

いわき三和

広野

いわき中央

いわき四倉

原町（仮称）

相馬（仮称）

新地（仮称）

いわき市

4%

96%

南相馬市

57%
43%

楢葉町

7%

93%

富岡町

28%

72%

大熊町

42% 58%

双葉町

92%

8%

浪江町

80%

20%

相馬市
0.4%

99.6
%

50～
100ha

10～50ha

100～
300ha

300ha
以上

凡　例

分
譲
中

分
譲
済

工業団地数
：14

工業団地数：3

工業団地数：1

工業団地数：2

工業団地数：2

工業団地数：1

工業団地数：2

工業団地数：8

工業団地数：2

沿
線
の
分
譲
率
は
高
い

広野町

80%

20%

0 

１割増加

常磐富岡

浪江（仮称）

広野

工業団地

双葉地方

相馬地方

いわき市

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

１３
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・双葉地方の救急搬送のうち年間３００
件程度は高速道路を利用

・双葉地方の救急搬送のうち年間３００
件程度は高速道路を利用

出典：双葉地方広域市町村圏組合

常磐道（いわき中央～常磐富岡）の整備により、第三次救急医療機関である「総合磐城共立病院」に
６０分※で到達可能な人口が約３万人増加

消防と総合磐城共立病院の協力による「医師搬送」を高速道路を利用することにより、救急医療を受
けられる地域が更に約８万人増加し、双葉地方の救急医療環境の改善に大きく貢献

３．客観的評価指標　安全で安心できる暮らしの確保（第三次医療機関）

救急搬送における高速道路使用状況医師搬送による初期医療の迅速化

総合磐城
共立病院

双葉町

医師と
ドッキング

医師が出発医師が出発

出典：H17道路交通センサス

第三次救急医療機関の圏域拡大

総合磐城
共立病院

いわき四倉IC

広野IC

いわき中央IC

常磐富岡IC

双葉地方

相馬地方

双葉町から総合磐城共立病院
への搬送時間

医師搬送の連携なし
　国道６号利用：100分
　常磐道利用　： 62分
医師搬送の連携あり
　広野ＩＣドッキング：32分

双葉町から総合磐城共立病院
への搬送時間

医師搬送の連携なし
　国道６号利用：100分
　常磐道利用　： 62分
医師搬送の連携あり
　広野ＩＣドッキング：32分

沿線消防本部の声
・双葉地方は十分な設備・収容力を備えた医
療施設が足りず、管外、特にいわき市の総合
磐城共立病院に救急搬送を行うケースが多
いため、高速道路利用による搬送時間短縮
の効果は大きいです。
・高速道路利用により、横揺れ等が少ない安定
した走行ができるようになり患者の負担が軽
減、救命率の向上にも寄与しているのではな
いかと思います。

いわき市

総合磐城共立病院への６０分圏内人口

　　　整備前(H9)　 　約37万人

　　　整備後(H17) 　約40万人

　　　医師搬送(H17) 約48万人
　　　　（広野ＩＣ　ドッキング）

総合磐城共立病院への６０分圏内人口

　　　整備前(H9)　 　約37万人

　　　整備後(H17) 　約40万人

　　　医師搬送(H17) 約48万人
　　　　（広野ＩＣ　ドッキング）

１４医師搬送

２７２救急搬送Ｈ２０

年度

２８６高速道路利用件数

広野ＩＣ

Ｈ11.3
開通

Ｈ16.4
開通

Ｈ14.3
開通

出典
H12、17国勢調査
H9、17道路交通センサス １４

※　治療開始までの「６０分」は高い生存率を確保できる
　　 「ゴールデンアワー」と呼ばれており、救急医療では
　　 重要な時間帯とされている。
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４．事業による環境変化　大気環境

■予測結果（ＣＯ）

◆最新のバッググラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認

予測地点
（＝アセス時予測評価地点）

常時観測局
※ 現況予測に用いたバッググラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局のH19年度の年平均値

１
２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

６

７

評　　価
ＣＯ：一酸化炭素（単位：ppm）

環境基準

1時間値の
1日平均値が
10ppm以下

0.908

0.916

0.894

0.901

0.894

0.896

0.894

現況予測値※

すべて
環境基準を
満足している

富岡町上手岡

楢葉町上小塙

広野町大平

いわき市大久町

いわき市駒込

いわき市下小川

いわき市中平久窪

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

広野IC～
常磐富岡ＩＣ

いわき四倉IC～
広野ＩＣ

いわき中央IC～
いわき四倉IC

区間

評　　価
ＮＯ２ ：二酸化窒素（単位：ppm）

環境基準

1時間値の
1日平均値が
0.04～

0.06ppm以下

0.015

0.024

0.014

0.015

0.027

0.028

0.027

現況予測値※

すべて
環境基準を
満足している

富岡町上手岡

楢葉町上小塙

広野町大平

いわき市大久町

いわき市駒込

いわき市下小川

いわき市中平久窪

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

広野IC～
常磐富岡ＩＣ

いわき四倉IC～
広野ＩＣ

いわき中央IC～
いわき四倉IC

区間

■予測結果（ＮＯ２）

１５
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４．事業による環境変化　交通騒音

◆騒音測定を実施し、全地点で環境基準を下回ることを確認

46dB65dB夜間

すべて
環境基準を
満足している

50dB70dB昼間
いわき市駒込

いわき中央IC～
いわき四倉IC

42dB65dB夜間

49dB70dB昼間
いわき市大久町

いわき四倉IC～
広野ＩＣ

45dB

49dB

H21測定値※2

富岡町上手岡

調査地点名 環境基準※2

65dB夜間

70dB昼間広野IC～
常磐富岡ＩＣ

評　　価時間帯※2区間

※1　調査日　2009年10月13日（火）～14日（水）

■調査結果※1（騒音）

測定地点
（＝アセス時予測評価地点）

※2　現在の環境基準における時間帯区分と評価値
・時間帯　昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
・評価値　等価騒音レベル（Ｌｅｑ）

１

２

３

１

２

３

１６
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当該区間の開通により、自動車からのＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出量が削減され、沿線環境の改善と温
暖化防止に貢献

　１６-１

４．事業による環境変化　ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ

ＣＯ2の削減量 ： ４２,４００ｔ/年

ＳＰＭの削減量 ： ４ｔ/年

大型車４万台が川口～青森間を
往復したときの排出量に相当

500mlペットボトル　　　　
４万本相当

東京ドームの約８５０個の森林面
積が吸収・固定する二酸化炭素
の量に相当

※１　植林によるCO2吸収量はアメリカの６つの都市のサンプル結果（２０年生未満の樹木から構成される樹林）に基づき10.6t-CO2/ha/年とした
　　　　出典）土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス
※２　東京ドーム建築面積４．６８haとして計算

※　SPM100g=500mlで換算

ＮＯｘの削減量 ： ７８ｔ/年

※　川口ＪＣＴ～青森ＩＣ間片道約６８０㎞を大型車が８０km/hで走行した場合に産　
　　出するＮＯｘ量に換算

算出方法　削減量は、「定量的評価指標の算出方法（案）」 に基づき算出

＝ 約８５０個約４,０００ha
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磐越道

４車化工事

再利用

常磐富岡

いわき中央

５．本事業の取り組み（環境への取り組み）

◆景観への配慮・発生材の有効活用

　四倉ＰＡでは建設現場で発生した発生材などを再
利用して建築や園地内の景観配慮。

建設現場で発生した自然石を景石、石組に再利用。

園地内の園地内の
景観景観配慮配慮

◆再利用前の設置状況

【縁石の再利用】

既存の縁石を洗浄して
視線誘導標を取り付け
再利用。

再利用　約再利用　約３２０個３２０個

（延長約１ｋｍ相当）（延長約１ｋｍ相当）

　磐越道４車線化工事で不要となった交通管理施設（簡易中分のラバー
ポールや縁石など）の有効活用のため再利用。

既存のポールに新しい
反射体付カバーを取り
付け再利用。

【ラバーポールの再利用】

再利用　約５５０本再利用　約５５０本

（延長約５ｋｍ相当）（延長約５ｋｍ相当）

◆他路線での発生材の再利用

１７
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５．本事業の取り組み（利用促進）

◆ 平成２０年度より、利用促進の取り組みとして、「いわきフラガール＆浜街道パス」（Ｈ２０）を実施

申込者の居住地（H20年度） 申込者の利用目的（H20年度）

その他
2%

茨城県
1%

神奈川県
14%

埼玉県
16%

千葉県
27%

東京都
40%

観光・レ
ジャー
84%

帰省
13%

仕事
1%

その他
2%

総申込数：５８３件 アンケート回答数：２１３件

『いわきフラガール＆浜街道パス』概要（H20年度）

１８

◆『いわきフラガール＆浜街道パス』の内容

　週末４日間のうち連続する最大２日間いわき市周辺地域の高速道路が乗
り放題＋都心からいわき市周辺地域間のの往復通行料（ＥＴＣ車限定）

　タイアップした約７０施設での入場料、宿泊料の割引等や記念品の特典付

◆『いわきフラガール＆浜街道パス』の内容

　週末４日間のうち連続する最大２日間いわき市周辺地域の高速道路が乗
り放題＋都心からいわき市周辺地域間のの往復通行料（ＥＴＣ車限定）

　タイアップした約７０施設での入場料、宿泊料の割引等や記念品の特典付

※　平成２１年度は、「うつくしま浜街道遊遊フリーパス」として現在実施中

※　いわき市を中心とした「うつくしま浜街道観光推進会議」と連携した企画

※　平成２１年度は、「うつくしま浜街道遊遊フリーパス」として現在実施中

※　いわき市を中心とした「うつくしま浜街道観光推進会議」と連携した企画
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６．評価結果及び対応方針（案）

（１）評価結果

（２）対応方針（案）

常磐自動車道（いわき中央～常磐富岡間）の直接便益（時間短縮・経費節減・
事故減少）を対象とした現時点での費用便益比は１．２となる

高速バスの利便性向上、物流効率化の支援、救急医療活動の支援など、様々
な整備効果を確認

費用対効果分析の結果や事業の効果発現など、一定の整備効果が得られて
おり、今後の事後評価の必要性はないものと考える

今後もネットワークを形成する道路の整備による効果など、引き続き周辺道路も
含めた利用状況について注視していくとともに、地域と一体となった利用促進の
取り組みなどに努めていく

１９



日本海沿岸東北自動車道（岩城～河辺JCT）　
いわ き　　　　 かわ べ

２０
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11.1km

１．事業の概要

①位置図 ②路線概要
◆ 日本海沿岸東北自動車道は新潟市を起
点として、日本海に沿って新潟県・山形県・
秋田県を経て東北自動車道に連結し、青
森市に至る延長約３２２ｋｍの高規格幹線
道路です。

2.4km

事後評価対象区間
　L=16.7km

14.3km

秋田空港

9.6km

13.0km

琴丘森岳

河辺ＪＣＴ

五城目八郎潟

至能代

至 本荘

八竜

岩城

昭和男鹿半島

秋
田
南

秋
田
中
央

秋田北
至横手

2.9km7.0km9.2km

9.5km

暫定２車線

青森

八戸

秋田中央

北上

鶴岡

本荘 横手

湯沢

花巻

安代

青森東
三沢十和田下田

小坂JCT

盛岡

能代南

凡　　例
■高速自動車国道
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線
■一般有料道路
　　　　　営業中路線

青森JCT

八戸JCT

八戸北

酒田みなと

浪岡

東和

八竜

昭和男鹿半島

岩城

河辺ＪＣＴ

事後評価区間
（岩城～河辺ＪＣＴ）

２１
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八 竜

琴丘森岳

五城目八郎潟

昭和男鹿半島

秋田空港

岩 城

河辺JCT

にかほ

二ツ井白神

雄和ＰＡ（仮称）

太平山PA

八郎湖SA

１．事業の概要

③事業経緯

　５８３億円※（▲１３２億円）

　７１５億円

　８年１０ヶ月　（▲５ヶ月）

　９年　３ヶ月

　平成１４年１０月２６日

　平成　５年１２月２０日

　平成　５年１１月１９日

　平成　４年　１月２０日

岩城～秋田空港間

実　　　績

計　　画
事
業
費

７年６ヶ月　（▲１年９ヶ月）実　　　績

計　　　画事
業
期
間

　平成１３年　７月　７日供　　　用

実施計画認可

施行命令

整備計画策定

事
業
経
緯

秋田空港～河辺ＪＣＴ間

2．4㎞
平成13年7月開通

14．3㎞
平成14年10月開通

※　残事業費１３億（雄和ＰＡ）含む

本 荘

能代南

秋田中央

２２
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0

1,000

2,000

3,000

岩城～秋田空港 秋田空港～河辺ＪＣＴ 評価区間平均

（台/日）

H15年度

H16年度

H17年度

H18年度

H19年度

H20年度

推計値（H14）

昭和男鹿半島

秋田空港

岩 城

河辺JCT

にかほ

２．事業の効果（直接効果）　交通量

◆日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）の平均交通量は過去５年間で約２．０倍に増加

本荘

秋田中央

Ｈ13.7
開通

酒田

約2.0倍
(H20/H16)

隣接する
直轄区間
開通(H19)

出典：ＮＥＸＣＯ東日本業務データ

新直轄

酒田みなと

象潟仁賀保
道路

遊佐（仮称）

象潟（仮称）

H21事業化

（国土交通省）

（国土交通省）

事業中

（国土交通省）

新直轄

仁賀保本荘道路

Ｈ14.10
開通

Ｈ19.9
開通

Ｈ19.9
開通

２３
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２．事業の効果（直接効果） 　高速道路と一般道の交通分担

◆日沿道（岩城～河辺JCT）の開通に伴い、並行する県道秋田雄和本荘線の交通分担率が低下
◆ 並行する県道秋田雄和本荘線の混雑度や大型車混入率が低下

出典：H11･H17道路交通センサス

■断面交通量の変化 ■ 混雑度・大型車混入率の変化

A-A断面 国道７号

混雑度 大型車混入率

A

A

秋田空港

河辺JCT

岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

Ｈ13.7
開通

Ｈ14.10
開通

県道秋田雄和本荘線

0.73
0.56

10.2
13.5

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

H11 H17

混
雑
度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0
大
型
車
混
入
率

（
％

）

県道秋田雄和本荘線

日沿道

国道７号

２４

2.37

2.03

17.618.2

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H11 H17

混
雑
度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0
大
型
車
混
入
率

（
％

）

出典：H11･H17道路交通センサス
H20：国道７号　国土交通省 常観データ

　　　　　　　日沿道　NEXCO東日本　業務データ
　　　　　　　（測定日：H20.10.8）
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H11 Ｈ17 Ｈ20

断
面
交
通
量

（
百
台
/
日

）

211
(79%)

46(17%)
48(17%)

205
(76%)

227
(80%)

20(7%)
10(3%)

55(21%) ※

※　H20の県道秋田雄和本荘線は、常観測定箇
　　 所がないため、H17と同様の分担と仮定した
　　 交通量
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0 10 20 30 40 50 60

1

2

3

河辺JCT

岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

２．事業の効果（直接効果） 　旅行速度の向上

■所要時間の変化

◆ 日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）の開通により、秋田県庁から由利本荘方面までの旅行速度が約２０km/h
向上（３４⇒５４km/h）し、所要時間が約１５分短縮

■岩城総合支所⇔秋田県庁のアクセスルート

　：開通前ルート

　：開通後ルート

出典：H11、１７道路交通センサス

お客さまの声
・観光の時に利用して満足しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋田市、６０歳代男性）

・仕事で使っていますが、時間が短くなり便利になりました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋田市、５０歳代男性）

由利本荘市役所
岩城総合支所

県道秋田雄和本荘線利用
約５６分：３１km

秋田空港

Ｈ13.7
開通

Ｈ14.10
開通

秋田県庁

国道７号利用
約５０分：２１km

日沿道利用
約４１分：３７km

（分）

岩
城
雄
和
線

国
道
７
号

２５

開通後

（Ｈ１７）

開通前

（Ｈ１１）

１５分短縮

（２７％短縮）

　９分短縮

（１８％短縮）
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岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

２．事業の効果（直接効果） 　交通事故減少

全国全道路対象区間

横ばい

■死傷事故率

開通前

（H11～H13平均）

　　　　開通後

　（H17～H19平均）

開通前

（H11～H13平均）

　　　　開通後

　（17～H19平均）

出典：高速道路；NEXCO東日本「交通事故統計」

　　　 一般道路；（財）交通事故総合分析センター「交通統合データベース」

　　 　　 対象高速道
　　 　　 対象一般道

減少

■死傷事故件数 ■重大事故件数
（死亡、重傷、軽傷の合計） （死亡、重傷の合計）

秋田空港

横ばい

国道７号、県道秋田雄和本荘線、岩城雄和線 日沿道

Ｈ13.7
開通

Ｈ14.10
開通

◆ 日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）及び並行する一般道の重大事故件数は開通前と比べ減少

（件/億台キロ）

横ばい

岩
城
雄
和
線

国
道
７
号

２６
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２．事業の効果（直接効果） 　費用便益分析結果

◆費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、１．１

９７８億円

４１億円

７８億円

８５８億円

計

交通事故減少便益

走行経費減少便益

走行時間短縮便益

便　益

（現在価値：Ｈ２１）

９０１億円

１３６億円

７６５億円

計

維持管理費

事　業　費
費　用

（現在価値：Ｈ２１）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１．１　
２７
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◆ 広域由利家畜市場では、年間約３,０００頭の子牛の取引（Ｈ２０：県内の約６５％）があり、県北地域・男
鹿地域からの子牛の輸送時に、負担軽減のため高速道路を利用

◆ 由利本荘地域では、ブランド牛「秋田由利牛」を生産。肥育した牛の出荷に高速道路を利用することで、
輸送中の牛のストレスが低減され品質向上に貢献

子牛の出荷＜広域由利家畜市場へ＞

３．客観的評価指標 　物流効率化の支援（農林水産・畜産業）

秋田由利牛(肥育牛)の出荷＜食肉工場へ＞

資料：農協ヒアリング

広域由利家畜市場(由利本荘市)

秋田県内の子牛を集め、

毎月1回セリを開催し、

年間３，０００頭を取引

県北地域

男鹿

子牛の搬送に
日沿道を利用
（移動負担軽減）

肥育牛の搬送に
日沿道を利用
（輸送品質向上）

食肉工場
能代

写真：ＪＡ秋田しんせいHP

　：子牛の主な

　 出荷元

　：開通前ルート

　：現在のルート

ＪＡ秋田しんせい管内
（秋田由利牛）

写真：秋田由利牛をまるご
と味わいつくす会HP

５日／週出荷

岩城

本荘

琴丘森岳

八竜

昭和男鹿半島

岩城

河辺JCT

本荘

由利本荘市

農協の声

　・「秋田由利牛（肥育牛）」を河辺の食肉業者へ出荷する際は、日沿道　

　　を１００％近く利用しています。

　　以前は、輸送により牛に“あたり“（ぶつかりによる皮下出血）が発生し、

　　品質が低下していました。

　　日沿道の利用により、ブレーキ、カーブが少なくなり、牛のストレスや　　

　荷痛みが回避され品質向上につながっています。

由利本荘市

　：開通前ルート

　：現在のルート

２８
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23% 23% 23% 23% 26% 27% 28% 30% 30%

54% 56%

0%

10%

20%

30%
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50%

60%

70%

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

３．客観的評価指標　物流効率化の支援（企業進出）

◆ 日沿道の周辺には、秋田新都市工業団地（秋田市内）、七曲臨空港工業団地（秋田市内）、本荘工
業団地（由利本荘市内）が立地

◆ 日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）の開通後は、企業進出が進み周辺工業団地の分譲率が増加

工業団地の立地状況 周辺工業団地の分譲率の推移

出典：秋田県工業団地ガイド

周辺工業団地
の分譲率が
増加傾向

周辺工業団地
の分譲率が
増加傾向

【日沿道周辺】
秋田新都市工業団地、七曲臨空港工業団地、本荘工業団地の合算値

秋田新都市工業
団地（秋田市内）

秋田新都市工業
団地（秋田市内）

七曲臨空港工業
団地（秋田市内）

七曲臨空港工業
団地（秋田市内）

本荘工業団地
（由利本荘市内）

本荘工業団地
（由利本荘市内）

秋田空港

岩 城

本 荘
出典：秋田県

日沿道開通
（H14）

河辺JCT

Ｈ13.7
開通

Ｈ14.10
開通

Ｈ19.9
開通

　秋田県企業誘致関係者の声
　・日沿道の開通前後で企業の進出件数が増加しています。高速道路の整備に
　　よって物流拠点から市場（取引先）もしくは物流拠点間の時間短縮により、企
　　業における当該地域の魅力が向上していると思われます。

にかほ

２９
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◆ 岩城ＩＣ近傍の道川海水浴場は、日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）の開通後利用客が増加
◆ 来場者の高速道路利用が約４割に増加し、岩手県からの来場者が約６割に増加

当該区間沿線の海水浴場

３．客観的評価指標 　個性ある地域の形成（観光の支援）

海水浴場の利用客数の推移

出典：秋田県観光統計

約２．５倍に増加約２．５倍に増加

日沿道開通
（H14）

みち かわ

出典：秋田河川国道事務所記者発表資料

■海水浴客の高速道路利用割合

39.8

56.5

57.4

57.9

37.5

37.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H18

H17

H16

秋田県内 岩手県 その他

■海水浴客の居住地構成割合

約６割が岩手県から来場約６割が岩手県から来場

利用促進キャンペーン実施

道川海水浴場来場者アンケート

27.6
34.7

44.4
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80
高
速
道
路
利
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%

）

H16

H17

H18

1.6倍

道川海水浴場
（由利本荘市）

道川海水浴場
（由利本荘市）

河辺JCT

岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

秋田空港

秋田県

岩手県

青森県

山形県

盛岡

北上

花巻

一関

約４割が高速道路
を利用

約４割が高速道路
を利用Ｈ13.7

開通

Ｈ14.10
開通

３０
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３．客観的評価指標　安全で安心できる暮らしの確保（第三次医療機関）

第三次医療機関の60分圏域拡大 救急搬送における高速道路利用状況（Ｈ２０）

出典：H12、17国勢調査及びH11、１７道路交通センサス

◆ 日沿道（岩城～河辺ＪＣＴ）の開通により、第三次救急医療機関である「秋田大学医学部付属病院」
へ６０分※で到達可能な人口が約５万人増加するなど、高速道路沿線地域の救急医療環境を大幅
に改善

出典：由利本荘市消防本部

秋田大学医学部
附属病院

・由利本荘方面からの救急搬送のうち年間７５件
程度は高速道路を利用

・由利本荘方面からの救急搬送のうち年間７５件
程度は高速道路を利用

秋田大学医学部付属病院への６０分圏内人口

　　　日沿道開通前（H12）　約1万人

　　　日沿道開通後（H17）　約２万人

　　　新直轄開通後（H19） 約６万人
※人口は、由利本荘市・仁賀保市を対象に集計

秋田大学医学部付属病院への６０分圏内人口

　　　日沿道開通前（H12）　約1万人

　　　日沿道開通後（H17）　約２万人

　　　新直轄開通後（H19） 約６万人
※人口は、由利本荘市・仁賀保市を対象に集計

岩城

秋田中央

河辺JCT

太平山PA

秋田空港

　沿線消防関係者の声
　・搬送ルートについては、道路の状況が良い高速道路を一番　
　　に選定し、次に国道、県道・・・のように確実なルートをその　
　　都度考えて決めています。

　・高速道路は信号機が無く歩行者もいません。また道路の状　
　　況も良く搬送時間の短縮もできます。患者への負担軽減を　
　　第一に考える立場であるため、安全安心な高速道路の効果
　　は大きいと考えます。

Ｈ13.7
開通

Ｈ14.10
開通

Ｈ19.9
開通

にかほ

本荘

３１

※　治療開始までの「６０分」は高い生存率を確保できる
　　 「ゴールデンアワー」と呼ばれており、救急医療では
　　 重要な時間帯とされている。
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現況予測地点
（＝アセス時予測評価地点）

周辺常時観測局

４．事業による環境変化　大気環境

◆最新のバッググラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認

※現況予測に用いたバッググラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局のH19年度の年平均値

１

２

３

４

１

２

３

４

１

２
３

４

■予測結果（ＣＯ）

ＣＯ：一酸化炭素（単位：ppm）

環境基準

1時間値の
1日平均値が
10ppm以下

0.894

0.901

0.899

0.894

現況予測値※

秋田市戸島

秋田市下浜楢田

秋田市下黒瀬

由利本荘道川

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

すべて
環境基準を
満足している

評　　価

秋田空港IC～
河辺JCT

岩城IC～
秋田空港IC

区間

0.022

0.023

0.023

0.022

現況予測値※

ＮＯ２ ：二酸化窒素（単位：ppm）

環境基準

1時間値の
1日平均値が
0.04～

0.06ppm以下
秋田市戸島

秋田市下浜楢田

秋田市下黒瀬

由利本荘道川

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

すべて
環境基準を
満足している

評　　価

秋田空港IC～
河辺JCT

岩城IC～
秋田空港IC

区間

■予測結果（ＮＯ２）

３２
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４．事業による環境変化　交通騒音

評　　価H21測定値※2環境基準※2時間帯※2調査地点名区間

44dB65dB夜間 すべて
環境基準を
満足している

48dB70dB昼間
秋田市下黒瀬

岩城IC～
秋田空港IC

51dB

60dB
秋田市戸島

65dB夜間

70dB昼間秋田空港IC～
河辺JCT

※1　調査日　2009年10月5日（月）～6日（火）

※2　現在の環境基準における時間帯区分と評価値
　　　・時間帯　昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
　　　・評価値　等価騒音レベル（Ｌｅｑ）

測定地点
（＝アセス時予測評価地点）

◆騒音測定を実施し、全地点で環境基準を下回ることを確認

■調査結果※1（騒音）

１

２

１

２

３３
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当該区間の開通により、自動車からのＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出量が削減され、沿線環境の改善と温
暖化防止に貢献

３３－１

４．事業による環境変化　ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ

ＣＯ2の削減量 ： ７,５００ｔ/年

ＳＰＭの削減量 ： ０．６ｔ/年

大型車５千台が川口～青森間を
往復したときの排出量に相当

500mlペットボトル　　　　
６千本相当

東京ドームの約１５０個の森林面
積が吸収・固定する二酸化炭素
の量に相当

※　SPM100g=500mlで換算

ＮＯｘの削減量 ： １０ｔ/年

※　川口ＪＣＴ～青森ＩＣ間片道約６８０㎞を大型車が８０km/hで走行した場合に産　
　　出するＮＯｘ量に換算

算出方法　削減量は、「定量的評価指標の算出方法（案）」 に基づき算出

※１　植林によるCO2吸収量はアメリカの６つの都市のサンプル結果（２０年生未満の樹木から構成される樹林）に基づき10.6t-CO2/ha/年とした
　　　　出典）土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス
※２　東京ドーム建築面積４．６８haとして計算

＝ 約１５０個約７００ha
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５．本事業の取り組み　（環境への取り組み）　

◆動物進入防止対策

　 立入防止柵のかさ上げ等を実施し、野生動物の高速道路への侵入防止に努めている

動物侵入防止対策

○立入防止柵のかさ上げ ○立入防止柵の下部すき間閉塞

シカの侵入対策：４．７ｋｍ施工 小動物の侵入対策：１０．０ｋｍ施工

立入防止柵の
下部すき間閉塞

立入防止柵の
かさ上げ

３４
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関東
14%

その他
7%

秋田県
56%

宮城県
13%

岩手県
5%

青森県
3%

福島県
2%

山形県
0%

５．本事業の取り組み（利用促進）

◆ ＮＥＸＣＯ及び秋田県内の行政・観光・企業等で秋田県内の高速道路及び沿線の観光施設等の利用
促進を目的に平成１９年度より、地域の観光施設等と提携した「秋田はいうぇいスタンプラリー」を実施。

◆『秋田はいうぇいスタンプラリー』の内容

　秋田県内の十和田・男鹿・県南エリアの観光施
設及び県内ＳＡＰＡ料金所（計６２箇所）のスタン
プラリー。

　応募者には抽選で宿泊券、地元特産品などを
進呈。

◆『秋田はいうぇいスタンプラリー』の内容

　秋田県内の十和田・男鹿・県南エリアの観光施
設及び県内ＳＡＰＡ料金所（計６２箇所）のスタン
プラリー。

　応募者には抽選で宿泊券、地元特産品などを
進呈。

スタンプラリー応募者の居住地
第３回（Ｈ２１）

応募総数：４９１件

第１回（H19） 第２回（H20） 第３回（H21）

３５
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６．評価結果及び対応方針（案）

（１）評価結果

（２）対応方針（案）

日本海沿岸東北自動車道（岩城～河辺ＪＣＴ間）の直接便益（時間短縮・経費
節減・事故減少）を対象とした現時点での費用便益比は１．１となる

物流効率化の支援、観光の支援、救急医療活動の支援など、様々な整備効
果を確認

費用対効果分析の結果や事業の効果発現など、一定の整備効果が得られて
おり、今後の事後評価の必要性はないものと考える

今後もネットワークを形成する道路の整備による効果など、引き続き周辺道路も
含めた利用状況について注視していくとともに、地域と一体となった利用促進の
取り組みなどに努めていく

３６



しょう わ　 お が　 はん とう　　 はち りゅう

日本海沿岸東北自動車道・琴丘能代道路（昭和男鹿半島～八竜間）

３７
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11.1km

１．事業の概要

①位置図 ②路線概要
◆ 日本海沿岸東北自動車道は新潟市を起
点として、日本海に沿って新潟県・山形県・
秋田県を経て東北自動車道に連結し、青
森市に至る延長約３２２ｋｍの高規格幹線
道路です。

2.4km

14.3km

秋田空港

9.6km

13.0km

琴丘森岳

河辺ＪＣＴ

五城目八郎潟

至能代

至 本荘

事後評価
対象区間
　L=33.7km

岩城

秋
田
南

秋
田
中
央

秋田北
至横手

2.9km7.0km9.2km

9.5km

暫定２車線

青森

八戸

秋田中央

北上

鶴岡

本荘 横手

湯沢

花巻

安代

青森東
三沢十和田下田

小坂JCT

盛岡

能代南

事後評価区間
（昭和男鹿半島～八竜）

青森JCT

八戸JCT

八戸北

酒田みなと

浪岡

東和

八竜

昭和男鹿半島

岩城

河辺ＪＣＴ

琴丘能代道路

日本海沿岸東北自動車道

凡　　例
■高速自動車国道
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線
■一般有料道路
　　　　　営業中路線

八竜

昭和男鹿半島

３８
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１．事業の概要

③事業経緯

八 竜

琴丘森岳

五城目八郎潟

昭和男鹿半島

秋田空港

岩 城

河辺JCT

１３．0㎞
平成14年3月開通

20．7㎞
平成14年9月開通

にかほ

二ツ井白神

実　　　績

計　　　画

実　　　績

計　　　画

供　　　用

事業方式

事業許可

事業化

（直轄）

４８１億円（＋１４３億円）

（うち有料道路事業費

２３億円（±０億円）

３３８億円（うち有料道
路事業費２３億円）

１３年

合併施行方式

　平成１３年　４月１８日

平成元年度

日本海沿岸東北自動車道

昭和男鹿半島～

琴丘森岳間

　５３９億円（▲２１９億円）

　７５８億円

　８年　９ヶ月　（▲５ヶ月）

　９年　３ヶ月

　平成１４年　９月２８日

　平成　５年１２月２０日

　平成　５年１１月１９日

　平成　３年１２月　３日

実　　　績

計　　　画

事
業
費

１３年　（±０ヶ月）実　　　績

計　　　画事
業
期
間

　平成１４年　３月３０日供　　　用

実施計画

認可

施行命令

整備計画

策定

事
業
経
緯

琴丘能代道路

琴丘森岳～八竜間

雄和ＰＡ（仮称）

太平山PA

八郎湖SA

本 荘

能代南

秋田中央

能代東

３９
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八 竜

岩 城

二ツ井白神
能代南

小坂JCT（仮称）

２．事業の効果（直接効果）　交通量

◆当該区間の平均交通量は過去５年間で約１．４倍に増加

出典：ＮＥＸＣＯ東日本業務データ

Ｈ19.8
開通

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

昭和男鹿半島～五城目八郎潟 五城目八郎潟～琴丘森岳 琴丘森岳～八竜 評価区間

平均

H15年度

H16年度

H17年度

H18年度

H19年度

H20年度

推計値（H15）

（台/日）

約1.4倍
(H20/H16)

隣接する
直轄区間開通
(H19)

大館北（仮称）

大館南

あきた北空港（仮称）

東
北
自
動
車
道

琴丘森岳

五城目八郎潟

昭和男鹿半島

河辺JCT

秋田中央

新直轄区間大館西道路鷹巣大館道路

（国土交通省）

（国土交通省）

（国土交通省）Ｈ5.3
開通

Ｈ18.7
開通

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（台/日）

昭和男鹿半島～

五城目八郎潟

五城目八郎潟～

琴丘森岳

琴丘森岳～

八竜
評価区間平均

Ｈ14

Ｈ10.12
開通

４０
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２．事業の効果（直接効果） 　高速道路と一般道の交通分担

◆当該区間の開通に伴い、並行する一般道の交通分担率が低下
◆ 並行する一般道の大型車混入率や混雑度が低下

A A

出典：H11･H17道路交通センサス

■断面交通量の変化 ■ 混雑度・大型車混入率の変化

国道７号A-A断面

混雑度 大型車混入率国道７号 日沿道

秋田空港

河辺JCT

岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

八竜

琴丘森岳

五城目八郎潟

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

４1

0.84
1.00

17.2

23.4

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

H11 H17

混
雑
度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

大
型
車
混
入
率

（
％

）0

50

100

150

200

H11 Ｈ17 Ｈ20

断

面

交

通

量

（
百

台

/
日

）

119
(100%)

37(28%)25(19%)

96
(72%)

108
(81%)

出典：H11･H17道路交通センサス
H20：国道７号　国土交通省 常観データ

　　　　　　　日沿道　NEXCO東日本　業務データ
　　　　　　　（測定日：H20.10.8）



44

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

開通前

開通後

２．事業の効果（直接効果） 　旅行速度の向上

◆当該区間の開通により、三種町から秋田市までの旅行速度が約24km/h向上（31⇒55km/h）し、
　　所要時間が約４４分短縮

■三種町役場⇔秋田県庁までのアクセスルート

　：開通前ルート

　：開通後ルート

■ 所要時間の変化

国道7号利用
約100分：５１㎞

日沿道・
琴丘能代道路利用
約５６分：５１㎞

44分短縮

（44％短縮）

秋田県庁

（分）

お客さまの声
・通院のときの送迎に使っていますが、便利になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（三種町、７０歳代以上男性）

・秋田市から大館市には行きやすくなりました。（秋田市、20歳代男性）

・観光の時に利用して満足しています。（秋田市、60歳代男性）

出典：　H11、H17道路交通センサス

三種町役場

開通前

（Ｈ１１）

開通後

（Ｈ１７）

秋田空港

河辺JCT

岩城

秋田北

昭和男鹿半島

八竜

琴丘森岳

五城目八郎潟

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

４２



45

２．事業の効果（直接効果） 　交通事故減少

◆当該区間に並行する一般道の死傷事故件数は開通前と比べ約3割減少し、重大事故件数（重傷者、死
者が発生した事故）は約3割減少

◆ 死傷事故率については約3割減少

出典：高速道路；NEXCO東日本「交通事故統計」

　　　 一般道路；（財）交通事故総合分析センター「交通統合データベース」

■死傷事故件数 ■重大事故件数

■死傷事故率

（死亡、重傷、軽傷の合計） （死亡、重傷の合計）

　　 　　 対象高速道
　　 　　 対象一般道

秋田空港

河辺JCT

岩城

秋田中央

昭和男鹿半島

八竜

琴丘森岳

五城目八郎潟

国道７号 日沿道

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

71
52

1

0

20

40

60

80

100

整備前
(H11～H13平均)

整備後
(H17～H19平均)

（件/年）

71

53

7
5

0

0

3

6

9

12

整備前
（H11～H13平均）

整備後
(H17～H19平均)

7

5

（件/年）

約3割減少

約3割減少

37
25

117 115

0

20

40

60

80

100

120

140

1 2

（件/億台キロ）
全国全道路

開通前

（H11～H13平均）

　　　　開通後

　（H17～H19平均）

開通前

（H11～H13平均）

　　　　開通後

　（H17～H19平均）

対象区間

約3割減少

横ばい

４３
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２．事業の効果（直接効果） 　費用便益分析結果

２，３９４億円

１０２億円

２４７億円

２，０４５億円

計

交通事故減少便益

走行経費減少便益

走行時間短縮便益

便　益

（現在価値：Ｈ２１）

１，６１４億円

２５０億円

１，３６３億円

計

維持管理費

事　業　費
費　用

（現在価値：Ｈ２１）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１．５　

◆ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、１．５

４４
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10,900

27,700

31,900
29,600 29,500

31,900

8,800 8,900
6,800

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

利
用
者
数

(

人
/
年

)

0

2

4

6

8

便
数
（

往
復
/
日
）

能代･秋田線(客数) 能代･仙台線(客数)
能代･秋田線(便数) 能代･仙台線(便数)

能代市

秋田市

仙台市方面

「能代～秋田」の高速バスが
９年ぶりに復活

平成14年8月、高速の開通に伴いバス
路線が復活。以前より約４５分短縮。

高速バスの走行ルート

※上図は平日ルート、ルートは曜日によって異なる。

３．客観的評価指標 　円滑なモビリティの確保（高速バスの利便性向上）

◆ 当該区間の開通に伴い、能代市～秋田市の路線が高速バスで復活し、年間約３万人の利用があり、地域の
利便性向上に貢献

◆ 平成１９年には能代市～仙台市の高速バスが開設

高速バスの利用客数の推移

　：秋田線ルート

　：仙台線ルート道の駅｢ことおか｣

ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ バス停

資料：秋北バス株式会社

日沿道・
琴丘能代道路
開通（H14）

開通当初の
5倍に増加

開通当初の
5倍に増加

河辺JCT

秋田中央

昭和男鹿半島

琴丘森岳

五城目八郎潟

八竜

能代南

高速バス会社の声

　・高速道路の開通に合わせて高速バスの運行を開始しました。中

　学・高校生は、土日祝日や夏休みなどは学生証の掲示で片道　

　５００円にしていることから、利用客は学生の方が多く、部活や買

　物で移動する学生を応援しています。

４５資料/北羽新報 平成14年6月4日
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３．客観的評価指標 　物流効率化の支援（農林水産・畜産業）

◆ 比内地鶏は日本三大美味鶏の一つとして、秋田を代表する特産品
◆ 大仙市の生産センターから雛を飼育地の秋田県北地域へ輸送する際に高速道路を利用しており、輸送時間
の短縮や輸送中の雛への負担軽減に貢献

運送時間の短縮雛の出荷ルート（大仙市⇒秋田県北地域の場合）

　：当該区間開通前ルート（Ｈ１１）

　：直轄区間開通後ルート（Ｈ１９）

比内地鶏 飼育地
(秋田県北地域)

雛の生産センター
(大仙市)

約６５回／年搬送

国道105号は
曲線半径
100m未満の
急カーブ連続

国道105号は
曲線半径
100m未満の
急カーブ連続

ルート変更

出典：H11、H17道路交通センサス

琴丘森岳

八竜

河辺JCT

西仙北

二ツ井白神

秋田中央

五城目八郎潟

昭和男鹿半島

 

比内地鶏の雛生産者の声

　・秋田県北地方へ比内地鶏の雛を出荷する際、長時間輸送、国道　

　105号の急カーブ区間は雛に悪影響を及ぼしていました。

　 日沿道・琴岡能代道路の利用により雛への影響（弱り）が少なくなり

　ました。

145

113

0

30

60

90

120

150

180

開通前
(H11)

現在
(H19)

所
要
時
間
（

分
）

約３０分の時間短縮
で雛への負担が軽減

約３０分の時間短縮
で雛への負担が軽減

４６

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通
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40% 41% 41% 41% 41%
42%

43% 44%

46% 46% 47%

35%

38%

41%

44%

47%

50%

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

３．客観的評価指標　物流効率化の支援（企業進出）

◆ 当該区間の周辺には、能代工業団地（能代市内）、昭和工業団地（潟上市内）が立地
◆ 当該区間の開通後は、企業進出が進み、周辺工業団地の分譲率が増加傾向

工業団地の立地状況 周辺工業団地の分譲率

出典：秋田県

出典：秋田県工業団地ガイド

【日沿道・琴丘能代道路周辺】　　能代工業団地と昭和工業団地の合算値

能代工業団地
（能代市内）

能代工業団地
（能代市内）

昭和工業団地
（潟上市内）

昭和工業団地
（潟上市内）

周辺工業団地
の分譲率が
増加傾向

周辺工業団地
の分譲率が
増加傾向

日沿道・琴丘能代
道路開通（H14）

河辺JCT

秋田中央

昭和男鹿半島

琴丘森岳

五城目八郎潟

八竜

能代南

　秋田県企業誘致関係者の声

　・日沿道、琴丘能代道路の開通前後で企業の進出件数が増加してい

　ます。高速道路の整備によって物流拠点から市場（取引先）もしくは

　物流拠点間の時間短縮により、企業における当該地域の魅力が向

　上していると思われます。

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

４７

0%
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３．客観的評価指標　安全で安心できる暮らしの確保（第三次医療機関）

◆ 当該区間の整備により、第三次救急医療機関である「秋田大学医学部付属病院」へ６０分※で到達可
能な人口が約５万人増加するなど、沿線地域の救急医療環境を大幅に改善

◆ 救急医療施設へのアクセス向上のため、太平山PA上り線に救急車専用の退出路を整備。運用開始
から平成21年末までの間に176回の利用（1.6日に１回の頻度）

第三次医療機関の60分圏域拡大 太平山PA（上り）　救急車退出路の
設置によるアクセス強化

※能代市方面からのみ利用可能

秋田大学医学部附属病院

秋田大学医学部付属病院への
６０分圏内人口

　　 当該区間開通前（H11）　約44万人

　　 当該区間開通後（H17）　約46万人

　　 直轄区間・救急車退出路

　　 開通後　　　　（H19）　約49万人

秋田大学医学部付属病院への
６０分圏内人口

　　 当該区間開通前（H11）　約44万人

　　 当該区間開通後（H17）　約46万人

　　 直轄区間・救急車退出路

　　 開通後　　　　（H19）　約49万人

出典：H12、H17国勢調査及びH11、H17センサス

八竜

秋田中央

河辺JCT

太平山PA

秋田空港

昭和男鹿半島

琴丘森岳

五城目八郎潟

能代南

救急車退出路

１７６回利用（Ｈ21.3.24～Ｈ21.12.31）１７６回利用（Ｈ21.3.24～Ｈ21.12.31）

Ｈ19.8
開通

Ｈ5.3
開通

Ｈ18.7
開通

Ｈ14.3
開通

Ｈ14.9
開通

二ツ井
白神

　能代市民の声

　 ・父が心筋梗塞で倒れたときに、能代市内では対応できず、秋田市内の

　病院に搬送されました。高速道路で搬送し一命をとりとめましたが、医者　

　からはあと30分遅かったら危険だったかもしれないと言われました。

４８

※　治療開始までの「６０分」は高い生存率を確保できる
　　 「ゴールデンアワー」と呼ばれており、救急医療では
　　 重要な時間帯とされている。
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４．事業による環境変化　大気環境

※現況予測に用いたバッググラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局のH19年度の年平均値

現況予測地点
（＝アセス時予測評価地点）

周辺常時観測局

◆最新のバッググラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認

■予測結果（ＣＯ）

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

ＣＯ：一酸化炭素（単位：ppm）

1時間値の
1日平均値が
10ppm以下

環境基準

0.667

0.667

0.678

0.673

0.680

現況予測値※

三種町昼寝

三種町高屋敷

三種町鯉川

五城目町大川西野

井川町八幡

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

すべて
環境基準を
満足している

評　　価

琴丘森岳IC～
八竜ＩＣ

五城目八郎潟IC～
琴丘森岳ＩＣ

昭和男鹿半島IC～
五城目八郎潟IC

区間

0.016

0.017

0.017

0.016

0.017

現況予測値※

ＮＯ２ ：二酸化窒素（単位：ppm）

1時間値の
1日平均値が
0.04～

0.06ppm以下

環境基準

三種町昼寝

三種町高屋敷

三種町鯉川

五城目町大川西野

井川町八幡

予測地点名
（アセス時予測評価地点）

すべて
環境基準を
満足している

評　　価

琴丘森岳IC～
八竜ＩＣ

五城目八郎潟IC～
琴丘森岳ＩＣ

昭和男鹿半島IC～
五城目八郎潟IC

区間

■予測結果（ＮＯ２）

４９
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４．事業による環境変化　交通騒音

42dB65dB夜間

すべて
環境基準を
満足している

53dB70dB昼間
五城目町大川西野

昭和男鹿半島IC～
五城目八郎潟IC

36dB65dB夜間

46dB70dB昼間
三種町鯉川

五城目八郎潟IC～
琴丘森岳ＩＣ

48dB

54dB

H21測定値※2

三種町昼寝

調査地点名 環境基準※2

65dB夜間

70dB昼間琴丘森岳IC～
八竜ＩＣ

評　　価時間帯※2区間

※1　調査日　2009年10月5日（月）～6日（火）

※2　現在の環境基準における時間帯区分と評価値
　　　・時間帯　昼間：6時～22時、夜間：22時～6時
　　　・評価値　等価騒音レベル（Ｌｅｑ）

測定地点
（＝アセス時予測評価地点）

◆騒音測定を実施し、全地点で環境基準を下回ることを確認

■調査結果※1（騒音）

１

２

３

１

２

３

５０
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当該区間の開通により、自動車からのＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出量が削減され、沿線環境の改善と温
暖化防止に貢献

５０-１

４．事業による環境変化　ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ

ＣＯ2の削減量 ： １６,５００ｔ/年

ＳＰＭの削減量 ： １ｔ/年

大型車１万台が川口～青森間を
往復したときの排出量に相当

500mlペットボトル　　　　
１万本相当

東京ドームの約３５０個の森林面
積が吸収・固定する二酸化炭素
の量に相当

※　SPM100g=500mlで換算

ＮＯｘの削減量 ： ２３ｔ/年

※　川口ＪＣＴ～青森ＩＣ間片道約６８０㎞を大型車が８０km/hで走行した場合に産　
　　出するＮＯｘ量に換算

算出方法　削減量は、「定量的評価指標の算出方法（案）」 に基づき算出

※１　植林によるCO2吸収量はアメリカの６つの都市のサンプル結果（２０年生未満の樹木から構成される樹林）に基づき10.6t-CO2/ha/年とした
　　　　出典）土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス
※２　東京ドーム建築面積４．６８haとして計算

＝ 約３５０個約１,６００ha
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関東
14%

その他
7%

秋田県
56%

宮城県
13%

岩手県
5%

青森県
3%

福島県
2%

山形県
0%

５．本事業の取り組み（利用促進）【再掲】

秋田スタンプラリー応募者の居住地
第3回（H21)

応募総数：４９１件

第１回（H19） 第２回（H20） 第３回（H21）

◆ ＮＥＸＣＯ及び秋田県内の行政・観光・企業等で秋田県内の高速道路及び沿線の観光施設等の利用
促進を目的に平成１９年度より、地域の観光施設等と提携した「はいうぇいスタンプラリー」を実施

５１

◆『秋田はいうぇいスタンプラリー』の内容

　秋田県内の十和田・男鹿・県南エリアの観光施
設及び県内ＳＡＰＡ料金所（計６２箇所）のスタン
プラリー。

　応募者には抽選で宿泊券、地元特産品などを
進呈。

◆『秋田はいうぇいスタンプラリー』の内容

　秋田県内の十和田・男鹿・県南エリアの観光施
設及び県内ＳＡＰＡ料金所（計６２箇所）のスタン
プラリー。

　応募者には抽選で宿泊券、地元特産品などを
進呈。
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６．評価結果及び対応方針（案）

（１）評価結果

（２）対応方針（案）

日本海沿岸東北自動車道（昭和男鹿半島～琴丘森岳間）及び琴丘能代道路
（琴丘森岳～八竜間）の直接便益（時間短縮・経費節減・事故減少）を対象とし
た現時点での費用便益比は１．５となる

高速バスの利便性向上、物流効率化の支援、救急医療活動の支援など、様々
な整備効果を確認

費用対効果分析の結果や事業の効果発現など、一定の整備効果が得られて
おり、今後の事後評価の必要性はないものと考える

今後もネットワークを形成する道路の整備による効果など、引き続き周辺道路も
含めた利用状況について注視していくとともに、地域と一体となった利用促進の
取り組みなどに努めていく

５２



富　津　館　山　道　路

５３
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１．事業の概要

①位置図 ②路線概要

一般国道127号富津館山道路は、千葉県富津市
竹岡から千葉県南房総市富浦町深名に至る延長
19.2kmの自動車専用道路です。
館山自動車道、東京湾アクアライン、首都圏中央
連絡自動車道などの幹線道路と一体となって千葉
県の広域的な道路網を形成します。

事後評価区間
富津館山道路

8.2km

3.2km

3.7km

鋸南保田

鋸南富山

事後評価
対象区間
L=１９．２km

富浦

暫定２車線

富津竹岡

富津金谷

4.1km

富津中央

君津

木更津南JCT

7.5km

9.2km

4.0km

凡　　例

■高速自動車国道
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線
■一般有料道路
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線

凡　　例

■高速自動車国道
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線
■一般有料道路
　　　　　営業中路線
　　　　　建設中路線

５４
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１．事業の概要

③事業経緯

富津竹岡～鋸南富山間 鋸南富山～富浦間

事

業

経

緯

事業化（直轄） 昭和４６年度

事業許可 平成９年１０月２４日

事業方式 合併施行方式

供　用 平成１１年３月２７日 平成１６年５月２９日

事

業

期

間

計　画 ２８年 ３２年

実　績 ２８年（±０ヶ月） ３３年（＋１年２ヶ月）

事

業

費

計　画
１，７００億円

（うち有料道路事業費１２１億円）

実　績
１，２６６億円※（▲４３４億円）

（うち有料道路事業費１０３億円※（▲１８億円））

※　残事業費９億円（富山ＰＡ）含む

８．２km
平成16年5月開通

８．２km
平成16年5月開通

１１．０km
平成11年3月開通

１１．０km
平成11年3月開通

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

富山PA

富津中央

君津

木更津南JCT

木更津ＪＣＴ

木更津東

木更津金田

市原

５５
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

富津竹岡～
富津金谷

富津金谷～
鋸南保田

鋸南保田～
鋸南富山

鋸南富山～
富浦

路線平均

（台/日）

２．事業の効果（直接効果）　交通量の状況

富津館山道路の平均交通量は過去５年間で約１．８倍に増加

出典：NEXCO東日本業務データ

約１．８倍
（H20/H16）

隣接する
館山道全通
(H19)

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

Ｈ１５．４
開通

富津中央

君津
木更津南JCT

Ｈ１６．５
開通

Ｈ１７．３
開通

Ｈ１１．３
開通

Ｈ１９．７
開通

Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 推計値(H16)

木更津JCT

Ｈ７．７
開通

Ｈ９．１２
開通

Ｈ８．３
開通

Ｈ１９．３
開通

Ｈ２４年度
開通予定

５６
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２．事業の効果（直接効果）　高速道路と一般道の交通分担

富津館山道路の開通により、並行する国道１２７号の交通分担率が低下
並行する一般道の大型車混入率や混雑度が低下

出典：H9、H17道路交通センサス

■断面交通量の変化 ■混雑度・大型車混入率の変化

国道１２７号A-A断面

0.86

0.58

23.9

14.7

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H9 H17

混
雑
度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

大
型
車
混
入
率

（
％

）

混雑度 大型車混入率

Ａ Ａ

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

富津中央

君津

木更津南

木更津南JCT

Ｈ１６．５
開通

Ｈ１１．３
開通

127

５７

出典：H11･H17道路交通センサス
H19：国道１２７号　国土交通省常観データ

　　　　　　　富津館山道路　NEXCO東日本　業務データ
　　　　　　　（測定日：H19.11.6）

0

50

100

150

200

H11 Ｈ17 Ｈ19

断

面

交

通

量

（
百

台

/

日

）

110
(100%)

65
(48%)

51
(40%)

70
(52%)

77
(60%)
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0 10 20 30 40 50 60 （分）

富津館山道路の開通により、南房総市役所から富津市（ＪＲ竹岡駅）間の旅行速度が約４２ｋｍ/ｈ
向上（２６㎞/h⇒６８㎞/h）し、所要時間が約３０分短縮

出典：H9、H17道路交通センサス

■所要時間の変化

開通前

（Ｈ９）

開通後

（Ｈ１７）

■南房総市役所⇔富津市竹岡駅のアクセスルート

南房総市役所

富津市竹岡駅

　　＜アクセスルート＞

　　　　　　当該区間開通前（Ｈ９）　

　　　　　　当該区間開通後（Ｈ１７）

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

お客様の声
　・南房総市から君津・木更津まで通勤する従業員は、高速道路
を利用することで30分～40分の時間短縮になり、疲労軽減になっ
ています。（地元スーパー代表取締役専務）

富津中央

Ｈ１６．５
開通

Ｈ１１．３
開通

127

国道１２７号利用
約５２分：２２km

富津館山道利用
約２２分：２５km

３０分短縮

（５８％短縮）

２．事業の効果（直接効果）　旅行速度の向上
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115

1

75

3

0

50

100

150

（件/年）

開通直後
(H11）

開通後
(H17～19平均）

116

78

約３割減少

96

56

108 115

0

50

100

150

（件/億台キロ）

対象区間 全国全道路

約４割減少

開通直後　　　開通後
　　　　(H11）　　(H17～19平均）

約１割増加

開通直後　　　開通後
　　　　(H11）　　(H17～19平均）

23

1

12

1

0

10

20

30

（件/年）

開通直後
(H11）

開通後
(H17～19平均）

24

13

約５割減少

２．事業の効果（直接効果）　交通事故減少
富津館山道路及び並行する一般道の事故件数は開通直後と比べ約３割減少し、重大事故（重傷者、
死者が発生した事故）は約５割減少
死傷事故率は約４割減少

■死傷事故率

■死傷事故件数
　　（死亡、重傷、軽傷の合計）

■重大事故件数
　　（死亡、重傷の合計）

出典　富津館山道路：NEXCO東日本「交通事故統計」
　　　　一般道路： 国土交通省　千葉国道事務所

　　　　対象高速道路
　　　　　
　　　　対象一般道（R127)

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

富津中央

君津

木更津南

木更津南

JCT

Ｈ１６．５
開通

Ｈ１１．３
開通

127

５９

国道１２７号 富津館山道路
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２．事業の効果（直接効果） 　費用便益分析結果

◆ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、１．２

２，６２０億円

１６１億円

４２０億円

２，０３８億円

計

交通事故減少便益

走行経費減少便益

走行時間短縮便益

便　益

（現在価値：Ｈ２１）

２，１２９億円

２４２億円

１，８８７億円

計

維持管理費

事　業　費
費　用

（現在価値：Ｈ２１）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１．２　
６０
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富津館山道路が全通した平成１６年度以降は、館山道の開通に合わせて、千葉市方面や横浜・羽田
方面の路線が新設され、高速バスの便数も増加
高速バスの利用者数が平成１６年度に比べ約５倍に増加し、年間約６４万人の利用があり、地域の利
便性向上に貢献

高速バス路線図

資料：日東交通株式会社

高速バス利用者数と運行便数の推移

３．客観的評価指標　円滑なモビリティの確保（高速バスの利便性向上）

高速バスの便数と所要時間の変化

羽田-館山

館山・君津～

　羽田・横浜線

白浜・館山～東京線（なのはな号）

白浜・館山～千葉線（南総里見号）

合　　計

横浜-館山

４－

４ ２７

－ ２０

－ ４

４ ５５

　Ｈ１２　　　　　　 Ｈ２０
便　数

130～143 106～123

－ 95～100

－ 110～130

－ 90～95

Ｈ１２　　　　　　　 Ｈ２０
所要時間

富津館山道路全通

館山道全通

６１
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国道１２７号は狭小トンネルや急カーブが点在し、観光シーズンの混雑時には、交通集中により市部交
差点等で最大約２．５ｋｍの渋滞が発生
富津館山道路の開通により、国道１２７号の交差点部の渋滞がほぼ解消し、所要時間が約２５分短縮

観光シーズンの所要時間の変化

渋滞の解消

測定方法：国土交通省　実測調査

南房総市役所

富津市竹岡駅

富津竹岡

富津金谷

鋸南保田

鋸南富山

富浦

　　＜アクセスルート＞

　　　　　　当該区間開通前(H9)　

　　　　　　当該区間開通後(H17)

富津中央

国道127号に点在する
狭小トンネルが
速度低下の原因

（写真：国道127号南ヶ谷トンネル）

南ヶ谷トンネル

市部交差点

Ｈ１６年にほぼ解消

127

至　木更津至　木更津

至　館山至　館山

Ｈ16．3

Ｈ16．7

Ｈ16．3

Ｈ16．7

2550ｍ

90ｍ

1000ｍ

120ｍ

市部交差点

0 20 40 60 80 100（分）

約35分

約85分

富津館山道路利用
約50分短縮

約60分

開通前
H16.3.14
（日曜日）

Ｒ１２７利用（富津館山道路開通前）

Ｒ１２７利用（富津館山道路開通後）

開通後
H16.7.4
（日曜日）

約25分短縮

（29％短縮）

（59％短縮）

３．客観的評価指標　円滑なモビリティの確保（渋滞の解消）
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31
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84

100
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40

60

80
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120

H16 H17 H18 H19 H20

（

搬
送
人
数
）

出典　H12、H17国勢調査及び
　　　 H11、H17道路交通センサス

君津中央病院

富津竹岡
富津金谷

鋸南保田
鋸南富山

富浦

富津中央

君津PA

君津

木更津南JCT
木更津南

木更津JCT

富津館山道路の開通により、第三次救急医療機関である「君津中央病院」に６０分で※到達可能な人
口が約８万人増加するなど、沿線地域の救急医療環境を大幅に改善

出典：安房郡市広域消防本部資料

沿線消防関係者の声
　・富津館山道路の開通により搬送する病院の選択肢が広がりました。（安房郡市広域消防本部）
　・高速道路の場合、走行中の救急車内での応急手当てがしやすいメリットがあります。（富津市
消防本部）

　・一般道路は狭隘でカーブが多いことから、患者・同伴者によっては車酔いすることがあります。
高速道路であれば安定した状態での搬送が可能です。（君津市消防本部）

約３倍増加

第三次医療機関の60分圏域拡大

君津中央病院への６０分圏内人口

　　 富津館山道路開通前（H11） 約69万人

　　 富津館山道路・館山道開通後（H1９）約77万人

君津中央病院への６０分圏内人口

　　 富津館山道路開通前（H11） 約69万人

　　 富津館山道路・館山道開通後（H1９）約77万人

安房郡市広域消防本部の富津館山道路利用搬送人数

・救急搬送のうち年間１００件程度は富津館山道路を利用。
・平成１６年に比べ約３倍に増加。

・救急搬送のうち年間１００件程度は富津館山道路を利用。
・平成１６年に比べ約３倍に増加。

Ｈ１６．５
開通

Ｈ１１．３
開通

６３

３．客観的評価指標　安全で安心できる暮らしの確保（第三次医療機関）

※　治療開始までの「６０分」は高い生存率を確保できる
　　 「ゴールデンアワー」と呼ばれており、救急医療では
　　 重要な時間帯とされている。
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３．客観的評価指標　物流効率化の支援（農業）

千葉県は花き生産が産出額全国３位。安房地域は県内の約５割を占める生産地
高速道路を利用することで、鮮度を保ったまま市場へ出荷することができ、取引単価が約２割高い取
引（箱詰日当日の取引）実施に寄与

運送業者の声

・大田市場への輸送では、国道１２７号
にある危険な狭小トンネルを避け、定
時につけるように、安全・安心な高速
道路をいつも利用します。

・また、国道１２７号は線形が悪く、花き
の入った箱がつぶれてしまって商品
価値が下がってしまうこともあるので、
高速道路を利用します。

千葉県の花き産出額全国順位

千葉県内の産出額の割合

出典：関東農政局「千葉県生産農業所得統計」

出典：農林水産省「農業産出額」

安房地域
が約５割

その他の地域

安房地域

単位：億円

（輸送業者A社）

取引の違いによる「ひまわり」の価格の比較
（10ｔ トラック1台分）

240

200

150

175

200

225

250

予対取引・
相対取引

セリによる取引

（
万
円
）

約２割の価格
が低下するリ
スクを高速道
路が回避

「箱詰日当日の取引」と「翌日のセリによる取引」

約２割高い
単価で取引

翌
日
の
取
引

翌
日
の
取
引

当日当日 翌日翌日前日前日

予対・相対取引が行われる予対・相対取引が行われる

収穫収穫 箱詰・検査・積込箱詰・検査・積込
大田大田
市場着市場着

朝～朝～15:0015:00 18:0018:00必着必着

仲卸・仲卸・
花屋へ花屋へ高速道路利用高速道路利用

当
日
の
取
引

当
日
の
取
引

18:00までに届ける約束
→高速道路の定時性が重要

保管保管

7:007:00

収穫収穫 箱詰・検査・積込箱詰・検査・積込
大田大田
市場着市場着

朝～朝～15:0015:00

セリセリ
仲卸・仲卸・
花屋へ花屋へ一般道一般道利用利用

翌日のセリ

による取引

箱詰日当日

の取引
資料：ＪＡ安房　神戸支店ヒアリング結果より作成

千葉県
全国３位

６４

愛知県
18%

福岡県
5%

静岡県
5%

埼玉県
5%

その他の
都道府県
62%

千葉県
5%

単位：億円

2,533

709

215

209

198
187

47.5%
52.5%

99
109

開通前

開通後
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※富津館山道路はアセス未実施のため、道路寄与分は「東関東自動車道千葉富津線（木更津市～富津市間）環境影響評価書」　
　　（平成3年7月、建設省関東地方建設局）の値を用いた
　　　　○交通量：17,600～30,100台/日
　　　　○走行速度：大型車80km/h、小型車100km/h
　　　　○予測式：プルームモデル式（有風時）、パフモデル式（無風時）
※バックグラウンド濃度は平成20年度の一般局・自排局の測定データを用いた

４．事業による環境変化　大気環境

区間
予測地点名 ＣＯ：一酸化炭素値（単位：ppm）

評　　価
環境基準 今回予測値

富津竹岡IC～富津金谷IC 富津市竹岡

1時間値の
1日平均値が
10ppm以下

0.8

すべて
環境基準を
満足している

富津金谷IC～鋸南保田IC 富津市金谷 0.9

鋸南保田IC～鋸南富山IC 鋸南町大帷子 0.9

鋸南富山～富浦IC 南房総市高崎 0.8

最新のバッググラウンド濃度を考慮し予測した結果、全地点で環境基準を下回ることを確認

区間
予測地点名 ＮＯ２ ：二酸化窒素（単位：ppm）

評　　価
環境基準 今回予測値

富津竹岡IC～富津金谷IC 富津市竹岡

1時間値の
1日平均値が
0.04～

0.06ppm以下

0.022

すべて
環境基準を
満足している

富津金谷IC～鋸南保田IC 富津市金谷 0.025

鋸南保田IC～鋸南富山IC 鋸南町大帷子 0.025

鋸南富山～富浦IC 南房総市高崎 0.022

常時観測局

１

２

３

４

１

２

３

４

■予測結果（ＣＯ）

予測地点

■予測結果（ＮＯ２）

６５
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４．事業による環境変化　交通騒音

65dB

70dB

65dB

70dB

65dB

70dB

65dB

70dB

環境
基準

区間 調査地点名 時間帯※2 H21測定値 評価

富津竹岡IC～
富津金谷IC

富津市竹岡
昼間 50dB

すべて
環境基準を
満足している

夜間 45dB

富津金谷IC～
鋸南保田IC

富津市金谷
昼間 50dB

夜間 49dB

鋸南保田IC～
鋸南富山IC

鋸南町大帷子
昼間 52dB

夜間 51dB

鋸南富山IC～
富浦IC

南房総市高崎
昼間 58dB

夜間 53dB

※1 調査日　平成２１年１０月１４日（水）～１５日(木）

※2 現在の環境基準における時間帯区分と評価値

　　　・昼間：６時から２２時まで、夜間：２２時から６時まで

　　　・評価値：等価騒音レベル（Ｌｅｑ）

騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認

■調査結果※1（騒音）

１

２

３

４

測定地点

６６
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富津館山道路の開通により、自動車からのＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出量が削減され、沿線環境の改善
と温暖化防止に貢献

　６６－１

４．事業による環境変化　ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ

ＣＯ2の削減量 ： ５９,２００ｔ/年

ＳＰＭの削減量 ： １２ｔ/年

大型車１３万台が川口～青森間を
往復したときの排出量に相当

500mlペットボトル　　　　
１２万本相当

東京ドームの約１，２００個の森林
面積が吸収・固定する二酸化炭
素の量に相当

※　SPM100g=500mlで換算

ＮＯｘの削減量 ： ２４８ｔ/年

※　川口ＪＣＴ～青森ＩＣ間片道約６８０㎞を大型車が８０km/hで走行した場合に産　
　　 出するＮＯｘ量に換算

算出方法　削減量は、「定量的評価指標の算出方法（案）」 に基づき算出

※１　植林によるCO2吸収量はアメリカの６つの都市のサンプル結果（２０年生未満の樹木から構成される樹林）に基づき10.6t-CO2/ha/年とした
　　　　出典）土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス
※２　東京ドーム建築面積４．６８haとして計算

＝ 約１,２００個約５,６００ha
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群馬県
2%千葉県

3%

その他
6%

埼玉県
14%

神奈川県
37%

東京都
38%

平成１９・２０年度に利用促進の取り組みとして『南房総２days』を実施

『南房総２ｄａｙｓ』の概要（ポスター）（Ｈ２０年度）

５．本事業の取組み（利用促進）

総申込件数：２，０３６件

キャンペーン申込者の居住地の割合（Ｈ２０年度）

出典： NEXCO資料

６７

◆『南房総２ｄａｙｓ』の内容

　週末２日間南房総の高速道路が乗り放題＋東京湾アクアライン
の往復通行料（ＥＴＣ車限定）

　タイアップした１８９施設（マザー牧場、鴨川シーワールド等）での
入場料金割引等の特典付

◆『南房総２ｄａｙｓ』の内容

　週末２日間南房総の高速道路が乗り放題＋東京湾アクアライン
の往復通行料（ＥＴＣ車限定）

　タイアップした１８９施設（マザー牧場、鴨川シーワールド等）での
入場料金割引等の特典付
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６．評価結果及び対応方針（案）

（１）評価結果

（２）対応方針（案）

富津館山道路の直接便益（時間短縮・経費節減・事故減少）を対象とした現時
点での費用便益比は１．２となる

高速バスの利便性向上、渋滞の解消、救急医療活動の支援、物流効率化の
支援など、様々な整備効果を確認

費用対効果分析の結果や事業の効果発現など、一定の整備効果が得られて
おり、今後の事後評価の必要性はないものと考える

今後もネットワークを形成する道路の整備による効果など、引き続き周辺道路も
含めた利用状況について注視していくとともに、地域と一体となった利用促進の
取り組みなどに努めていく

６８


